

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 実施 融所 人数
平成１０年度 ｫ675 9365
平成１１年度 ,904 ’727
平成１２年度 ,249 ,538
平成１３年度 ’369 ,674
平成１４年度 ,722 ,1８８
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の特別保育事業としての「障害児保育対策事業」があり、障害児を受け入れている保育所
に対し保育の加配や障害児保育を行うために必要となる設備整備に助成をし、実施の保育
所の拡大を図る、と示しています。今後は、少子化の影響を受け、子どもの数が減少する
ことが予測されていますが、自閉症児をはじめ麓害児の入所（入園）数はしばらくは増加
の傾向にあると思われます。
そして、保護者から受ける相談として、保育所（園）よりも幼稚圏に入れたいというこ
とが多くあります。幼稚瞳が幼児教育の場であるという認識のためだと思われます。これ
は、幼稚園の所轄が文部科学省であり、教育を受けるという響きがつよいからと考えられ
ています。幼稚園の場合は、学校教育法第77条によると、「幼児を保育し、適当左環境
を与えてその心身の発達を助長する」としています。保育時間も異まり、幼稚園は原則と
して一日４時間が標準で、このほか預かり保育もできます。幼稚園（公立・私立）にお
ける障害児の受け入れは、保育所（園）と同じく、増加の傾向にあります。
このように、障害をもつ子どもとそれを取り巻く地域社会がより密接な関係になってき
ていることが挙げられます。しかし、まだまだ親や教師、そして地域社会の人の自閉症に
ついての知識が備わっていないのも現状です。より一人一人の障害に対する理解を深め、
保育所･幼稚園、学校などをも含めた地域社会のケアlこがなされることによって、障害の
もった子どもたちが様々な、可能性を広げることができるとではないだろうか。
年々、障害児教育に関する関心は高まっています。現段階では、まだまだ実現すること
が難しい事柄でも、意識の高き、関心の高さがあれば、自閉症をはじめとする陣;害をもっ
た子どもたちが、安心して暮らせる社会がやってくることを私は信じています。
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おわりに
「自閉症」ということばは以前から耳にしていましたが、それは私の頭で「自閉症」と
いうことばがひとり歩きしていただけ､とこの論文や教育実習を通してわかりました。「自
閉症」は想像以上に重い障害でした。教育実習で出会った自閉症の子どものこと、そして
その子どもたちが社会的自立をしていくにはどういった保育や指導が行われるべきかを考
え、今回のテーマにしました。少しながら現状を把握できたと思いますが、まだまだ自閉
症の指導方法、支援サービス機関にはまだまだ問題が山積みになっています。その中で、
私に一体何ができるか、私たちには何ができるのかということを、私は考えていました。
その答えがこの論文を通じて、わずかながら見えてきた気がします。それは、まず現状を
把握し、自閉症がどのような病気かということを知るということではまいだろうか。一人
一人が理解を深め、意識が筒ま為ことで、社会全体をも動かす力につながります。
これからもいろいろまことに対して視野を広く持ちたいと感じました。
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